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・改善方法は適切である。
・結果が出るよう頑張って
いただきたい
・家庭学習の習慣化は粘り
強く保護者に啓発してほし
い

・改善方法は適切である。
・すべての教育活動を通じ
て人権意識をたかめること
は重要なことである。
・縦割り活動や保幼小の交
流をさらに充実させてほし
い。

・改善方法は適切である
・運動の好きな子供を育て
てほしい。
・子供が進んで外遊びに夢
中になるよう環境を整備し
てほしい。

・改善方法は適切である
・いい取り組みをどんどん
発信していただきたい

３　その他のご意見
○登下校の見守り隊の人数を増やせないかと感じる。とくに下校時のマナーが悪いように思う。
○教育活動が安全で安心して行えるよう学校運営をさらに工夫してほしいです。

・中学校につながるよう基
礎基本しっかり定着させて
ほしい
・子供が集中できるよう、さ
らに魅力ある授業づくりに
とりくんでいただきたい

・学校が楽しいや友達と仲
良くしているの割合が９０％
をこえている。引き続き、集
団づくりに取り組んでいた
だきたい
・縦割り活動や幼稚園、保
育所との交流は豊かな心
情を育むうえでいい取り組
みである

・いい授業の工夫改善に取
り組むのはとても大事であ
る
・中之島チャレンジは子供
に意欲をもたす方法として
いい取り組みである。
・ドラドラ貯金を保護者とと
もに取り組むのはいいこと
である

・学校便りやなかのしま新
聞はよりたくさんの人に読
んでいただけるようにして
ほしい
・地域の人材を活用した取
り組みはいいことである
・学校開放月間はたくさん
の方にきてたいただいる

・学校アンケートからは、学
力向上の取り組みが７０％
と昨年をしたまわっている
・アンケート結果から「進ん
で学習や読書をする」が５
２％」と低いので向上を目
指してほしい

・学校での道徳の授業は
しっかりと取組んでほしい。
併せて家庭における道徳
の在り方も大切だと思う。
・校門での登校の様子を見
ていると、まだ、挨拶ができ
ない子供もいる

・運動の好きな子供を育て
ることはとても大切なことで
ある
・あわせて、体力をつけるこ
とも大切である。
・ドラドラ貯金を実施するこ
とで生活習慣を見直すこと
はとても重要である

・ホームページはみんなが
見る。しっかり更新してほ
しい
・学校の活動がわかるよう
な手立てを工夫してほしい
・学校開放月間にたくさん
の方が来られることはいい
ことである

○全国学力学習状況調査
○和歌山県学習到達度調
査
○学校アンケート
　・勉強がわかる　８５％

○学校アンケート
　学校が楽しい　９３％
　友達と仲良くしている　９８％

○体力運動能力調査
○学校アンケート
　早寝早起き朝ご飯　８４％

○学校アンケート
　学校の様子をよく伝えてい
る
　８３％
　学校と家庭の連携協力
　６９％

・目標は適切である
・学校として学力の課題を
明確にすることは重要なこ
とです
・家庭学習や読書の習慣
は粘り強く取り組まなけれ
ばならない

・目標は適切である
・イジメのない学校づくり、
仲間づくりにしっかり取り組
んでいってほしい

・目標は適切である
・運動の好きな子供たちを
引き続き育ててほしい
・早寝早起き朝ご飯はしっ
かり家庭にも働きかけてく
ださい。

・目標は適切である
・保護者や地域は学校の
様子をしりたい。広報活動
を工夫してください
・地域にはたくさんの人材
がいる。上手に活用してく
ださい。

教育目標：豊かな心と学ぶ意欲をもちたくましく生きる子どもの育成
めざす子ども像：「豊かな心情をもち、思いやりのある子供」「学ぶ意欲をもち、自らのめあて（課題）に向かって取り組める子供」「互い
の良さに気づき個性を伸ばしていける子供」「心身共に健康な子供」

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

１　教育目標

平成３０年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　中之島小学校

作成日 平成３１年　３月　１日


